
壁打ち相手として伴走
悩みを共有し応援する

専門性を活かした助言
専門家チームでの支援

ハンズオン支援イメージ➊

一般社団法人tenten （福島県福島市・令和２年度支援）の例から

支援着手時

⚫福島への移住・転
入女性のつながり
となりわいをつく
り、自分らしい暮
らしや仕事の実現
を支える活動展開

⚫事業発展に向けた
連携・協力の拡大
や既存事業の見直
し、新たな事業へ
の挑戦を模索

tenten

活動経緯
取組目標

支援の感想として
いただいた声

支援の実施 支援の成果

⚫自団体の活動と
価値を整理しなお
して発信、企業か
らの協賛や自治体
連携が広がる

⚫新ブランドの立上、
福島の魅力を発信
する店舗「ent」の
オープン準備進展
（2021.9開店）

⚫任意団体から一般
社団法人へ法人化

tenten tenten

tenten tenten

tenten tenten

今後に向けて企業
からの協力・協賛や、
自治体との連携を
増やしたい…、でも
どうやって進めたら？

独自雑貨ブランドの
製作・販売事業を見
直して発展させたい

店舗運営の相談があ
り対応を検討したい

事業広がってきて、
初めのことも多くて
不安が多い

日々の困りごとと
悩みを相談したい…

支援者 自分たちの活動と価値
を整理してまとめ、それ
をPRに利用しては？

できることから始める
スモールスタートを支援 団体概要を整理！

団体そのものを知って
もらうWEBサイトも
新たに構築して企業や
自治体向けに活用

支援者 ブランドは戦略的見直し
を！お店づくりはチーム
で取組みましょう専門家

自分たちの想いを込め
新ブランドを企画！

経験のないお店づくり
を建築の専門家とも
一緒に進める

支援者 その悩み、確かにありま
すよね、そんなときは…

迷っていたけれど、
これを機に任意団体
を法人に！団体として
次のステップへ

開店した「ent」

初めてハンズオン支援事業に採択され、1年間伴走していただきました。1年後の目標を基に課題を整理していただき、目
標に向かって歩むべき道を示してもらえたこと、考え方を教示してもらえたこと、定期的なチェックと宿題を出していただ
けたこと、適切な専門家をご紹介いただけたことで着実に前進することができました。何より、悩んだ時や困ったときに相
談できる方がいるということができたばかりの団体としてはとても心強かったです。

福島への移住・転入女性のつながり・なりわいづくりに取り組むtentenは、伴走支援の中でのアドバイスや専門的サポート
を受け、日ごろ抱える悩みの壁打ちも行うことで、企業や自治体との連携拡大、新事業の開始、法人化などを実現し、着実
に前進することができました。



ハンズオン支援イメージ➋

一般社団法人日本カーシェアリング協会 （宮城県石巻市・令和３年度支援）の例から

支援着手時 支援の実施

⚫寄付で集めた車
を、災害時に車を
失った被災者や支
援団体へ貸し出す
支援活動を展開

⚫災害時に車に困ら
ない社会の実現に
向けて、民間企業・
団体、自治体との
連携を広げたい

JCSA
活動経緯
取組目標

JCSA

災害支援協力
企業・団体、
自治体と個別
に協定を結ん
でいくのがい
いのでは…

支援者
連携の広がり
を効果的に発
信していくため
「アライアンス」
を設立してみ
ては？

よりよいアイデア
をチームで検討

JCSA

アライアンスを
設立・拡大する
ため団体規約
や説明書類、
運営ルールを
整理したい

支援者

専門性に基づく
実務面のサポート

先行事例も踏
まえると、こん
な規約や説明
書類、ルールに
してみるとよい
のでは？

JCSA

自治体連携を
広げたいが、
どんな部署に
どうアプロー
チしたらいい
かわからない

復興庁

窓口の部署を
一緒に探して
みましょう、
行政の視点か
らするとこんな
説明もすると
いいのでは？

復興庁ならでは
のサポート実践

JCSA

立ち上げたア
ライアンスを、
今後どう維持・
発展させて
いったらいい
かも考えたい

支援者

未来を見据えた
展望の整理

支援の成果

他団体の事例
も参考に、平時
から車と人材
を活かす仕組
みづくりを考え
てみましょう！

対話・議論 対話・議論 対話・議論 対話・議論

⚫８団体の加盟する
モビリティ・レジリ
エンス・アライアン
ス発足、４自治体
と協定締結、ほか
にも資金調達等の
支援が得られた

⚫災害時・平時とも
に機能する拠点づ
くりを進める今後
の方向性も見出す
ことができた

アライアンス発足記者会見

支援の感想として
いただいた声

アライアンスの枠組みを発足することは、私たちのビジョンの実現にとって非常に重要なことだと認識していたのですが、
枠組みを整理したり資料を準備することに高いハードルを感じていました。そこをサポートいただくことで、一気に取組を
前に進めることができました。また、復興庁に間に入って調整いただいたことで、これまで築けていなかった東北3県との
連携構築に向けての動きも前に進めることができました。とても感謝しています。

災害時の移動支援の仕組みづくりに取り組んだ日本カーシェアリング協会（JCSA）は、支援者・復興庁と「三人四脚」で官民
を巻き込んだアライアンスの発足と今後の展望整理を行い、取組を大きく前進させる成果を得ることができました。

復興庁



ハンズオン支援イメージ➌

一般社団法人fukucier（福島県会津若松市・令和４年度支援）の例から

支援着手時 支援の実施

⚫アクティブシニア・
子育て世代など地
域人材と暮らしの
支援を求める方を
マッチングする介
護保険外サービス
を福島県内で展開

⚫サービス利用拡大
や新たな事業展開
を通じてさらに地
域の困りごと解決
に貢献したい

fukucier
活動経緯
取組目標

支援の成果

支援の感想として
いただいた声

およそ1年にわたる伴走支援のなかで、継続的に「壁打ち」をさせていただくことができたのがとてもありがたかったです。
自治体や企業との連携については、どう提案や意見交換を進めていけばいいか、一緒に動く中で学ぶことができました。
また、志の部分に加えて、自分たちの事業をデータや客観的な視点から振り返ることもサポートいただきました。伴走支
援後の事業や体制についても考えを深めることができ、今後につながるとても良い機会になりました。

アクティブシニアや子育て世代などの力を活かし、高齢者や障害を持つ方に生活支援を提供するfukucierは、ハンズオン
支援を通じて自治体や企業との連携を開拓し、より広くサービスを届けるために前進することができました。また、これまで
蓄積してきた多様な人材や介護・福祉関係者とのつながりを活かす、新たな事業のプランニングも行いました。

試行的実践や先進団体と
の対話から検討を前へ

一緒にアイデアを出し合い
アクションを積み重ねる

⚫高齢者の暮らしを
支える自治体との
連携事業立上げの
実現、次の連携の
種も見つかった

⚫企業とWin-Win
の関係を築き生活
課題解決に取り組
むことができた

⚫訪問介護事業へ
の参入など次の事
業展開を明確化

fukucier

fukucier

fukucier

サービス普及と地域の
困りごと解決に向けて
協力体制を広げたい

誰にどうって協力を
よびかけたらいい…？

高齢者の暮らしに関わ
るサービスを提供する
企業とも連携できる
のでは…、でも、どう
やったら実現できる？

多様な人材とのつな
がりなど、独自の強
みを活かす新し事業
アイデアがあるけれ
ど、どう検討を深め
ていけば…？

支援者

福島県内自治体の方々
と、今後の連携可能性
を一緒に探りましょう！

支援チームとともに動き
自治体連携に取り組む ９自治体を訪問！

地域ごとの困りごとを
把握、さらに次年度に
自治体との連携事業を
開始できる見通しに！

連携アイデアを洗い出し、
優先度の高いものから
実践していきましょう！

さまざまな企業・団体
と連携に向けて協議！

地域の不動産会社と
高齢者の住まい確保に
向けた取組で連携実現

支援者 アイデアを試してみたり、
先行例に学ぶことで、案
を具体化しましょう！

有望アイデアの試行や
先進団体ヒアリングを
実践！

新事業立上げ方針と
事業計画をとりまとめ

生活支援の現場の様子

fukucier

fukucier

fukucier

支援者

復興庁



ハンズオン支援イメージ➍

一般社団法人walavie（岩手県釜石市・令和5年度支援）の例から

支援着手時 支援の実施

⚫防災・伝承活動を
入口にした主体的
学びと国際交流か
ら、被災地の生徒
たちが視野を広げ
成長する機会を届
けたい

⚫団体として活動は
他の仕事と兼業、
小さな団体の活動
の継続・発展の道
を探りたい

walavie
活動経緯
取組目標

支援の成果

支援の感想として
いただいた声

インドネシア・アチェでの防災知見共有・国際交流プログラムは、参加した高校生にとって、自分たちの視野を広げ貴重な
経験を積む機会にできたと思います。初めての取り組みでしたが、支援チームのみなさんとともに成功に導けたのは大き
な自信になりました。また、団体としてのあり方は、これまでもやもやを抱えながらも、自分たちだけではなかなか整理で
きずにいました。今回、今後の道すじが描けたこと、行政や企業との対話を始めることができたことは、大きな前進でした。

walavieは、2022年の設立後、釜石市・大槌町の高校生の防災・伝承活動や、その成果の国際フォーラムでの発表支援を
行ってきました。ハンズオン支援を活用し、同じ津波被災地であるインドネシア・アチェ州を高校生が訪れ、防災知見の共有・
対話交流を通じた学び合いを行うプログラムを実践。さらに設立後間もない団体の今後の活動のあり方を整理しました。

試行的実践や先進団体と
の対話から検討を前へ

⚫防災・伝承×人材
育成×国際交流の
モデルをつくり、
外部評価と自信を
得ることができた

⚫継続的な海外での
スタディツアーを軸
にした活動を行政・
企業・地元出身の
若者などと協力し
て展開すべく、動き
出すことができた

walavie

walavie

JICA草の根技術交流
事業の一環で、高校生
のインドネシア訪問の
機会が作れる見込みに

でも、初めての取組…
よりよい学びの交流の
機会にするため、何を
どう準備すれば…？

大切にする学び、事前と
現地・事後プログラムを
一つずつ一緒に整理しま
しょう！渡航中の
安全確保や保護者説明
はこう進めたら？

一つひとつ課題解決しながら
プログラムをかたちに

2023年12月に
インドネシア・アチェ州
でプログラムを実現！

防災知見の共有と
生徒の成長に手応え

メディアや県委員会で
も取り組みが紹介され
評価をいただけた

支援者

他団体との交流や、
支援チームとの対話・
ワークショップを重ね
これからの活動を
具体化！

行政や企業など協力・
連携先を増やすための
アクションを開始！

インドネシアでの対話の様子

支援者

復興庁

活動は始まったばかり
で手探り…

高校生の防災・伝承活
動を支える取り組みを
どう発展させれば？

活動を支えるチームや
財源はどうすれば？

walavie

問題意識の近い他団体
から学んでみましょう！

じっくり一緒に検討する
時間を設けて検討を進め
できることからアクション
に移しましょう！

walavie


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

